学際科学フロンティア研究所 助教（国際卓越・EMCR） 研究活動計画書
【注意事項】
· 専門外の審査委員にも伝わるよう記述してください。
· 本様式中に記載されている赤字の注記は提出前に削除してください。
· フォントサイズは10.5ポイント以上を使用してください。
· 大項目ごとのページ数は厳守してください。小項目の行数は自由に調整して構いません。
· 図表等の挿入は適宜行って構いません。
応募者名：
応募希望研究領域　＜選択してください＞
研究テーマ：
研究キーワード（最大3つ）：
メンター教員（予定者）
氏名：
所属・職位：
E-mail：
☐東北大学の教授または准教授である（客員や特任の教員は不可）
☐メンター教員内規の内容について応募者は理解している
☐メンター教員内規の内容についてメンター教員の了解を得ている
☐メンター教員内規チェックリストを応募者とメンター教員の双⽅で確認した
☐受入れ了承済みである
■応募者とメンター教員の関係および本研究活動計画やキャリア形成における応募者の独立性
（これまでの指導者（アドバイザー）や所属研究室の代表者などをメンター教員に選任する場合には、研究主宰者としての独立性の担保と他では研究が遂行できない理由について説明してください。）




 
■応募者の本研究所におけるDEI推進に関する行動計画あるいは考え
（この項目までを、１ページ以内に収まるように記述してください。）









1. 研究活動計画の概要（1ページ）
（研究活動計画の内容について、次ページ以降の「2. 自身の専門分野とこれまでの研究実績」、「3. 今後取り組む研究の目的と内容」、「4. 学際性」、「5. 独立性」、「6. 卓越性」の観点を明確にしながら、専門外の審査委員への説明を意識して、図を用いながらまとめてください。）




































2. 自身の専門分野とこれまでの研究実績（1ページ）
2-1. 自身の専門分野
（自身の専門分野の現状や動向についてレビューしてください。）















 
2-2. これまでの研究実績
（自身のこれまでの研究実績について、当該分野における意義や貢献とともに説明してください。「研究業績リスト」や「主要論文5編以内または主要業績5件以内の説明」を適宜参照し、関連性を明確にしてください。）

















3. 今後取り組む研究の目的と内容（2ページ）
（今後取り組む研究の目的と内容について、「2. 自身の専門分野とこれまでの研究実績」で述べた専門分野の現状や動向を踏まえて説明してください。本研究所では、異分野の知見を取り入れた独自の研究を重要視しています。今後の研究において異分野の知見を取り入れることの意義や研究の独自性を明確にしながら説明してください。採用後5年間に取り組む内容と期待される成果、さらにその先の中長期的な展望について説明してください。なお、自身の専門分野と今後取り入れようとする知見の分野が、専門外の研究者からは同一分野と見なされる可能性がある場合でも、当該分野の内部ではアプローチや手法の違いや研究者間の交流の希薄さなどにより細分化が進み、実質的に異分野として扱われていることがあります。こうした背景や実情がある場合は説明してください。）




































































4. 学際性（1ページ）
自身の専門分野に立脚しつつ、異分野の研究者と日常的に交流し、異分野融合研究に積極的に取り組むことについての実績、意欲、達成可能性について。
4-1. 研究の発展と目的達成のために用いる異分野の知見
（自身の研究の発展と目的達成のために用いる異分野の知見について、「3. 今後取り組む研究の目的と内容」で記述したことのうち、特に重要なポイントを強調しながら説明してください。）













 
4-2. これまでの異分野交流の経験・実績や複数分野にまたがる知識・技術
（これまでの異分野交流の経験・実績がある場合は、携わった学問分野や所属機関の多様性、創出した共同研究、学際的な活動への参加などを自由にアピールしながら説明してください。複数分野にまたがる知識・技術がある場合は、自身の研究にどのように応用したか、あるいは応用を試みたかについて説明してください。「CV」や「研究業績リスト」を適宜参照し、関連する業績や活動を明確にして説明してください。）














5. 独立性（1ページ）
研究主宰者（PI）として研究室を運営し、独自の研究テーマに取り組むことについての実績、意欲、達成可能性について。
5-1. 研究テーマの独自性
（取り組む研究テーマの独自性について、専門分野の現状や動向を踏まえた上で、自身の研究がどのような位置づけにあるのかを明確にしながら、これまでの実績も含めて説明してください。特に、これまでの指導者（アドバイザー）、ならびにメンター研究室の研究テーマとの違いなどを明確にしながら、独自の発展性や新規性について説明してください。「CV」や「研究業績リスト」を適宜参照し、関連する研究成果や業績と結び付けて説明してください。）










 
5-2. 研究室運営計画
（研究室運営計画について、採用1年目に提供される研究費の使途を示した上で、研究室メンバーの構成、研究スペースの整備、外部研究資金の獲得などを含めた将来像を示しながら、採用後5年以内に准教授として独立した研究室運営を実現するための計画について説明してください。）














6. 卓越性（1ページ）
国際的に卓越した研究者として、学術的または社会的にインパクトの大きい研究に取り組むことについての実績、意欲、達成可能性について。
6-1. 自身の研究の学術的または社会的インパクト
（自身の独自の研究が持つ学術的または社会的インパクトについて、これまでの実績と達成可能性を説明してください。達成可能性については、論文・著書などの出版について、採用5年後における目標を設定した上で説明してください。「研究業績自己評価書」を適宜参照し、関連する業績や成果と結び付けて説明してください。例えば、当該研究が、広く引用されるような論文・著書などの出版、主要な賞の受賞、大型の外部研究資金の獲得につながるようなインパクトを有するか、あるいは、社会課題の解決、人文社会系の学術の発展、産業の発展などに資するインパクトを有するかについて説明してください。）








 
6-2. 研究活動の国際性
（国際的な研究活動の経験について、国際共同研究、海外での研究滞在、国際会議の企画・運営への関与、それらを通じて構築した独自の国際的な人的ネットワークなどを自由にアピールしながら説明してください。またその経験を今後どのように活かし、国際共同研究を自ら主導する計画かを説明してください。「CV」や「研究業績リスト」を適宜参照し、関連する業績や活動を明確にしてください。）
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